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表 1. 事業所の概要 
 
1. 法人種別 度数 ％ 5. 指導員（保育士以外）の数 度数 ％
社会福祉法人 19 76.0 1名 2 8.0
株式会社 3 12.0 2名 4 16.0
NPO 1 4.0 3名 4 16.0
一般社団法人 1 4.0 4名 2 8.0
その他 1 4.0 5名 5 20.0
合計 25 100.0 6名 2 8.0
2. 契約している子どもの数 度数 ％ 7名 1 4.0
0〜4人 1 4.3 8名 2 8.0
5〜9人 2 8.7 9名 1 4.0
10〜14人 3 13.0 11名 1 4.0
15〜19人 6 26.1 17名 1 4.0
20人以上 11 47.8 合計 25 100.0
無回答 2 6. 看護師等の在籍 度数 ％
合計 25 100.0 在籍あり 7 28.0
3. 在籍している職員の数 度数 ％ 在籍なし 18 72.0
0〜4人 3 12.0 採用の予定あり 0 0.0
5〜9人 14 56.0 合計 25 100.0
10人以上 8 32.0 7. 機能訓練士の在籍 度数 ％
合計 25 100.0 あり 4 16.0
4. 在籍している保育士の数 度数 ％ なし 21 84.0

















































表 2. 障害児の受け入れ状況（地域別）について 
 
1. 主たる障害種別の内訳 松江市 出雲市 浜田市 益田市 江津市 雲南市 邑南町 合計（種別）
知的障害 70 55 28 14 7 2 12 188
肢体不自由 16 1 2 0 0 2 0 21
精神障害 3 0 0 0 0 0 0 3
視覚障害 2 0 0 0 0 0 0 2
聴覚・言語障害 0 2 0 0 3 1 0 6
重症心身障害 25 2 0 0 5 0 0 32
発達障害 91 102 39 5 58 9 2 306
発達障害疑い 4 14 0 0 0 0 0 18
その他 9 11 0 0 0 1 0 21
合計（地域別） 220 187 69 19 73 15 14 597
表 3. 発達障害児の受け入れ状況（地域別）について 
 
2. 発達障害の内訳 松江市 出雲市 浜田市 益田市 江津市 雲南市 邑南町 合計（種別）
広汎性発達障害 77 81 22 5 23 6 1 215
ADHD 14 19 18 0 35 3 1 90
LD 1 2 0 0 0 0 0 3






























表 4. 障害者差別解消法について 
 
はい 23 92.0 そう思う 17 68.0
いいえ 2 8.0 ややそう思う 6 24.0









はい 22 88.0 設備や備品等の整備 12 48.0
いいえ 3 12.0 施設のバリアフリー化 8 32.0
合計 25 100.0 保護者との連携 20 80.0
国や自治体からの援助 16 64.0
職員への研修 17 68.0
はい 20 80.0 特になし 0 0.0




























表 5. 保健的なケア・医療的ケアについて 
 
体温測定 20 80.0 そう思う 10 40.0
脈拍測定 6 24.0 ややそう思う 7 28.0
血圧測定 3 12.0 どちらともいえない 7 28.0
軽微な傷の処置 21 84.0 あまりそう思わない 1 4.0
湿布の貼付 13 52.0 そう思わない 0 0.0
軟膏の塗布 11 44.0 合計 25 100.0
点眼 5 20.0
内服介助 17 68.0
坐薬挿入 9 36.0 そう思う 13 52.0
爪切り 3 12.0 ややそう思う 9 36.0
耳掃除 1 4.0 どちらともいえない 2 8.0





看護師 8 32.0 保育士の増員 6 24.0
保健師 1 4.0 医療職者の配置 24 96.0
その他職員 2 8.0 設備や備品等の整備 19 76.0
決まっていない 1 4.0 施設のバリアフリー化 14 56.0
保護者との連携 17 68.0
国や自治体からの援助 16 64.0
あり 4 16.0 職員への研修 20 80.0
なし 21 84.0 特になし 0 0.0
過去に受け入れあり 0 0.0 その他 2 8.0
合計 25 100.0
吸入 1 4.0 はい 19 76.0
導尿 1 4.0 いいえ 6 24.0
血糖測定 0 0.0 合計 25 100.0
インスリン注射 0 0.0
口鼻腔吸引 5 20.0
気管内吸引 5 20.0 はい 21 84.0
経管栄養（経鼻） 1 4.0 いいえ 4 16.0




































表 6. 緊急時の対応について 
 
はい 20 80.0
異物の除去（誤嚥） 3 12.0 いいえ 3 12.0
人工呼吸 0 0.0 今後開催予定 2 8.0
胸骨圧迫 0 0.0 合計 25 100.0
AED 0 0.0
アドレナリン注射（エピペン） 0 0.0
その他 1 4.0 はい 23 95.8
いいえ 1 4.2
無回答 1



















いいえ 5 20.0 指導員 14 70.0
場合によって 6 24.0 保育士 9 45.0





場合によって 4 20.0 内服薬（処方されたもの） 20 100.0
非該当 5 内服薬（市販されているもの） 3 15.0
合計 25 100.0 坐薬 9 45.0
3. 処方箋の提出を求めているか？ 度数 ％ 点眼薬 9 45.0
はい 6 30.0 軟膏 10 50.0
いいえ 7 35.0 貼り薬 7 35.0
場合によって 7 35.0 吸入薬 0 0.0
非該当 5 インスリン注射 0 0.0
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多く、看護師の在籍率も高いことがわかる。しかし、
医療的なケアには高度な知識や技術、経験を有する
手技もあり、また対象となる子どもの疾患や障害の
程度、発達状況等などによりケアの頻度も異なるこ
とから、安全に事業所内で活動時間を過ごすために
は十分な人員配置が求められるだろう。
　医療的ケアの主な内容は喀痰の吸引や経管栄養
（経鼻・胃ろう）が多く、これらのケアは「特定行為
業務」と呼ばれ、2012年4月より一定の研修を受け
た者（認定特定行為業務従事者）は医療職者でなく
ても実施することができるようになった。特定の者
に対して喀痰の吸引や経管栄養を行う場合には、9
時間の基本研修と実地訓練（第3号研修）により認
定されるため、近年では認定を受ける者が増加し、
2019年4月には全国で12万人以上が認定を受けて
いる8）。島根県内では、2019年7月現在で3事業所
が特定の者を対象とした特定行為事業者として登録
されている9）。また、島根県では2019年度より医
療的ケア児が地域で安心して暮らせるための総合支
援を調整する「医療的ケア児等コーディネーター」
の研修を開始したが、放課後等デイサービスの課題
に「職員や支援員の不足」や「専門職員がいない」な
どが多く挙げられていることから10）、医療的ケア児
を支えるための総合支援のためには、更なる人材確
保と人材育成が急務であると考える。
　厚生労働省の定めるガイドラインでは、放課後等
デイサービスの基本的役割とは、①子どもの最善の
利益の保障②共生社会の実現に向けた後方支援③保
護者支援の3つであると述べている11）。これらの基
本的役割を満たすためにはどの程度の水準が必要で
あるかは、各事業所の提供されるサービス内容や利
用する子どもの障害特性、保護者ニーズによって大
きく異なる。また、保護者のレスパイトだけに大き
くウェイトを絞るのではなく、学校との積極的な連
携を行い、小学校から高校卒業、さらに高校卒業以
降も継続した発達支援が行われるよう地域でサポー
トできるネットワークを構築していく必要がある。
そのためには、事業所の自助努力だけでなく、国や
自治体からの財政支援や人材育成の場の提供、医療
的ケア児等コーディネーターによる地域総合支援の
－29－
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